
○
厚
生
労
働
省
告
示
第
七
号

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
九
十
号
）
第
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を
次
の

よ
う
に
策
定
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
十
五
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針

第
一

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
向

一

現
状

造
血
幹
細
胞
と
は
、
骨
髄
、
臍
帯
血
等
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
血
液
の
も
と
と
な
る
細
胞
で
あ
り
、
造
血
幹
細

さ
い

胞
移
植
は
、
血
液
の
が
ん
と
言
わ
れ
る
白
血
病
等
に
有
効
な
治
療
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
通
常
の
抗
が
ん
剤

投
与
よ
り
も
強
力
な
治
療
が
可
能
に
な
る
ほ
か
、
造
血
機
能
の
回
復
、
免
疫
系
異
常
や
代
謝
異
常
の
改
善
等
の
治

療
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

代
表
的
な
血
液
が
ん
で
あ
る
白
血
病
及
び
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
患
者
数
を
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
約
七
千
人
、
約
一

万
三
千
人
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
患
者
調
査
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
患
者
に
対
し
て
は
、
化
学
療

法
、
放
射
線
療
法
等
が
行
わ
れ
、
一
部
の
患
者
に
つ
い
て
は
造
血
幹
細
胞
移
植
が
行
わ
れ
る
。



こ
う
し
た
中
、
高
齢
化
に
伴
う
骨
髄
異
形
成
症
候
群
等
の
患
者
の
増
加
や
、
骨
髄
非
破
壊
的
前
処
置
の
進
歩
に

よ
る
移
植
年
齢
の
上
限
の
引
上
げ
等
を
受
け
て
、
高
齢
者
を
中
心
に
造
血
幹
細
胞
移
植
の
実
施
件
数
は
増
加
し
て

い
る
。
一
方
で
、
分
子
標
的
治
療
薬
等
の
新
薬
開
発
等
に
よ
り
、
造
血
幹
細
胞
移
植
の
実
施
件
数
が
減
少
し
て
い

る
疾
患
も
存
在
し
て
い
る
。

平
成
二
十
四
年
度
に
お
け
る
非
血
縁
者
間
で
の
造
血
幹
細
胞
移
植
の
件
数
を
移
植
細
胞
ソ
ー
ス
別
に
み
る
と
、

骨
髄
移
植
が
千
三
百
二
十
三
件
、
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
が
十
五
件
（
公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
（
以
下
「

し
ょ
う

日
本
骨
髄
バ
ン
ク
」
と
い
う
。
）
調
べ
）
、
臍
帯
血
移
植
が
千
百
九
十
九
件
（
日
本
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
調
べ
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
係
る
医
療
機
関
の
状
況
を
み
る
と
、
骨
髄
に
つ
い

て
は
、
非
血
縁
者
間
骨
髄
採
取
認
定
施
設
が
百
七
十
二
施
設
、
非
血
縁
者
間
骨
髄
移
植
認
定
施
設
が
百
七
十
二
施

設
（
平
成
二
十
五
年
十
月
末
日
現
在
。
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
調
べ
）
、
末
梢
血
幹
細
胞
に
つ
い
て
は
、
非
血
縁
者
間

末
梢
血
幹
細
胞
採
取
認
定
施
設
が
六
十
七
施
設
、
非
血
縁
者
間
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
認
定
施
設
が
六
十
七
施
設
（

平
成
二
十
五
年
十
月
末
日
現
在
。
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
調
べ
）
、
臍
帯
血
に
つ
い
て
は
、
臍
帯
血
採
取
認
定
施
設
が

九
十
四
施
設
、
臍
帯
血
移
植
認
定
施
設
が
二
百
九
施
設
（
平
成
二
十
五
年
十
月
末
日
現
在
。
日
本
さ
い
帯
血
バ
ン

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
調
べ
）
と
な
っ
て
い
る
。
世
界
的
に
は
、
非
血
縁
者
間
で
の
造
血
幹
細
胞
移
植
に
お
い
て
末
梢

血
幹
細
胞
移
植
が
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
が
、
我
が
国
で
は
そ
の
割
合
は
小
さ
い
。

造
血
幹
細
胞
移
植
は
、
「
患
者
」
と
「
医
療
機
関
」
だ
け
で
は
成
立
せ
ず
、
任
意
・
善
意
の
下
で
の
「
ド
ナ
ー



」
が
あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
お
り
、
国
民
の
理
解
が
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
骨
髄
、

末
梢
血
幹
細
胞
の
ド
ナ
ー
登
録
者
数
や
臍
帯
血
の
公
開
数
は
増
加
し
て
お
り
、
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
関
す
る
国

民
の
理
解
は
着
実
に
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
国
民
の
理
解
を
得
て
、
広
く
造
血
幹
細
胞
移
植
が
実
施
さ
れ
る
た
め
に
は
、
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
当

た
っ
て
の
公
平
性
を
担
保
す
る
た
め
の
「
あ
っ
せ
ん
機
関
」
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が

中
心
と
な
っ
て
骨
髄
、
末
梢
血
幹
細
胞
の
ド
ナ
ー
の
あ
っ
せ
ん
を
、
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
が
臍
帯
血
の
保
存
、
供
給

等
を
行
っ
て
き
た
。

日
本
骨
髄
バ
ン
ク
は
、
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
の
中
心
と
し
て
、
平
成
四
年
か
ら
骨
髄
移
植
の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
業
務
を
実
施
し
、
加
え
て
、
平
成
二
十
二
年
か
ら
は
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
も
開
始
し
、

こ
れ
ま
で
に
合
わ
せ
て
一
万
五
千
件
を
超
え
る
移
植
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
っ
て
き
た
。
ド
ナ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
開
始
か
ら
骨
髄
提
供
ま
で
の
期
間
（
中
央
値
。
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
調
べ
）
を
み
る
と
、
平
成
十
五
年
に
は
百

四
十
七
日
を
要
し
て
い
た
も
の
が
、
平
成
二
十
四
年
に
は
百
二
十
二
日
と
な
っ
て
お
り
、
短
縮
し
て
き
て
い
る
も

の
の
、
欧
米
と
比
較
す
る
と
依
然
と
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
時
間
を
要
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。

骨
髄
、
末
梢
血
幹
細
胞
の
ド
ナ
ー
登
録
者
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
十
月
末
日
現
在
で
四
十
三
万
人
を

超
え
て
お
り
、
骨
髄
移
植
、
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
を
必
要
と
す
る
患
者
に
ヒ
ト
白
血
球
抗
原
（
Ｈ
Ｌ
Ａ
）
型
が
血

清
レ
ベ
ル
で
六
抗
原
適
合
す
る
ド
ナ
ー
が
九
十
五
％
の
確
率
で
一
人
以
上
見
つ
か
っ
て
い
る
が
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル



で
み
る
と
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
が
適
合
す
る
確
率
は
低
下
す
る
。
ま
た
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
が
適
合
し
た
ド
ナ
ー
と
の
間
で
、
移
植

に
向
け
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
開
始
し
て
も
、
ド
ナ
ー
の
都
合
が
つ
か
な
い
、
ド
ナ
ー
に
連
絡
が
と
れ
な
い
、
ド

ナ
ー
の
健
康
上
の
理
由
、
ド
ナ
ー
の
家
族
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
等
の
理
由
に
よ
り
、
骨
髄
、
末
梢
血
幹
細
胞
の

提
供
に
つ
な
が
ら
な
い
事
例
が
相
当
数
存
在
し
て
い
る
。

さ
い
帯
血
バ
ン
ク
の
取
組
は
、
平
成
七
年
以
降
広
が
り
を
見
せ
、
各
地
で
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
が
設
立
さ
れ
た
。

平
成
十
一
年
に
は
公
的
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
事
業
が
開
始
さ
れ
、
日
本
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
設
立
さ

れ
た
。
平
成
二
十
五
年
十
月
末
日
現
在
で
全
国
に
八
つ
の
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
が
存
在
し
て
お
り
、
年
間
約
千
件
を

超
え
る
臍
帯
血
移
植
が
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
を
介
し
て
実
施
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
累
計
は
一
万
件
に
達
し
て
い
る
。

さ
い
帯
血
バ
ン
ク
が
保
存
し
て
い
る
臍
帯
血
は
、
順
次
増
加
し
て
き
て
お
り
、
現
在
で
は
約
二
万
個
の
臍
帯
血

が
移
植
用
に
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
移
植
に
用
い
ら
れ
て
い
る
臍
帯
血
を
み
る
と
、
総
細
胞
数
の
多
い
も

の
の
利
用
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

日
本
赤
十
字
社
は
、
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
お
い
て
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
と
協
力
し
て
骨
髄
、
末
梢
血
幹
細
胞
の
ド

ナ
ー
登
録
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
臍
帯
血
に
関
し
て
は
、
自
ら
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
を
運
営
す
る
ほ
か
、
日
本
さ
い

帯
血
バ
ン
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
務
局
を
担
っ
て
お
り
、
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

関
係
学
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
造
血
幹
細
胞
移
植
の
成
績
等
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス



の
構
築
及
び
デ
ー
タ
解
析
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
た
知
見
を
活
用
し
て
、
治
療
成
績
は
向
上

し
て
い
る
。
平
成
十
八
年
か
ら
は
、
関
係
学
会
を
中
心
に
造
血
幹
細
胞
移
植
の
成
績
等
を
一
元
的
に
登
録
す
る
仕

組
み
が
構
築
さ
れ
、
現
在
は
一
般
社
団
法
人
日
本
造
血
細
胞
移
植
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
運
用
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
造
血
幹
細
胞
移
植
に
先
立
っ
て
一
元
的
に
患
者
登
録
を
行
う
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
造
血
幹
細
胞
移
植
を
必
要
と
す
る
患
者
の
全
体
像
の
把
握
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
お
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
お
り
、
骨
髄
、
末
梢

血
幹
細
胞
の
ド
ナ
ー
登
録
の
推
進
や
採
取
施
設
と
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
の
間
の
臍
帯
血
の
搬
送
、
患
者
相
談
の
取
組

等
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
る
。

二

基
本
的
な
方
向
性

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
九
十
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
基
本
理
念
と
し
て
次
の
事
項
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

１

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
に
つ
い
て
は
、
造
血
幹
細
胞
移
植
を
必
要
と
す
る
者
が
造
血
幹
細
胞
移
植
を
受

け
る
機
会
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
そ
の
提
供
の
促
進
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
は
、
任
意
に
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
造
血
幹
細
胞
移
植
を
必
要
と
す
る
者
が
造
血
幹
細
胞
移

植
を
受
け
る
機
会
が
公
平
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



４

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
が
人
に
由
来
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

移
植
に
用
い
る
骨
髄
及
び
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
そ
の
採
取
に
身
体
的
負
担

を
伴
う
こ
と
に
鑑
み
、
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
す
る
者
の
健
康
の
保

護
が
十
分
に
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

移
植
に
用
い
る
臍
帯
血
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
移
植
に
用
い
る
臍
帯
血
の
特
性
及
び
そ
の
提
供
に
調
製
、
保

存
等
の
過
程
を
伴
う
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
安
全
性
そ
の
他
の
品
質
の
確
保
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
法
に
基
づ
き
、
造
血
幹
細
胞
移
植
に
関
わ
る
者
に
は
、
次
の
よ
う
な
責
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。

１

国
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
策

定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

２

地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
国
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
移
植
に
用
い
る
造

血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

３

骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
、
臍
帯
血
供
給
事
業
者
、
造
血
幹
細
胞
提
供
支
援
機
関
は
、

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
お
い
て
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
こ
と
に
鑑
み
、
移
植
に
用
い
る

造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推
進
に
積
極
的
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

医
療
関
係
者
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推
進
に



関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

造
血
幹
細
胞
移
植
に
関
わ
る
者
が
、
法
に
基
づ
き
課
せ
ら
れ
た
責
務
を
果
た
す
と
と
も
に
、
法
に
掲
げ
ら
れ
た

基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
を
通
じ
て
、
造
血
幹
細
胞
移
植
を
希
望
す
る
患
者
に
と
っ
て
、

病
気
の
種
類
や
病
状
に
あ
っ
た
最
適
な
造
血
幹
細
胞
移
植
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
患
者
の
生
活
の
質
の
改
善
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
す
。

第
二

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
の
目
標
そ
の
他
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
の
促
進
に
関
す
る
事

項一

造
血
幹
細
胞
の
需
要
に
つ
い
て

移
植
適
応
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
す
る
た
め
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
総
需
要
の
予
測
は
難
し
い
が
、

高
齢
者
に
対
す
る
移
植
技
術
の
進
歩
等
も
あ
り
、
基
本
的
に
は
、
高
齢
者
の
増
加
に
比
例
し
て
、
当
面
、
造
血
幹

細
胞
移
植
を
必
要
と
す
る
患
者
は
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

骨
髄
、
末
梢
血
幹
細
胞
、
臍
帯
血
の
三
つ
の
移
植
細
胞
ソ
ー
ス
ご
と
の
需
要
予
測
は
、
医
学
的
な
見
地
か
ら
も

困
難
で
あ
る
が
、
骨
髄
及
び
末
梢
血
幹
細
胞
に
つ
い
て
は
、
両
者
を
合
わ
せ
て
、
造
血
幹
細
胞
移
植
の
実
施
数
に

お
け
る
骨
髄
移
植
及
び
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
の
現
在
の
シ
ェ
ア
に
相
当
す
る
需
要
は
見
込
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
、
そ
れ
に
対
応
し
た
ド
ナ
ー
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
臍
帯
血
に
つ
い
て
は
、
造
血
幹
細
胞
移
植
の
実
施
数
に
お
け
る
臍
帯
血
移
植
の
現
在
の
シ
ェ
ア
に
相
当



す
る
需
要
は
見
込
む
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
、
骨
髄
又
は
末
梢
血
幹
細
胞
の
移
植
を
予
定
し
て
い
た
も
の
の

、
何
ら
か
の
理
由
で
ド
ナ
ー
か
ら
の
提
供
が
急
遽
困
難
と
な
っ
た
状
況
等
に
お
い
て
、
緊
急
に
移
植
に
用
い
る
場

合
の
需
要
も
見
込
む
必
要
が
あ
る
。

二

造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
つ
い
て

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
の
前
提
と
し
て
、
患
者
の
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
移
植
細
胞
ソ
ー
ス
を
用

い
た
造
血
幹
細
胞
移
植
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
造
血
幹
細
胞
移
植
の
実
施
に
先
立
っ

て
一
元
的
に
患
者
登
録
を
行
う
仕
組
み
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
造
血
幹
細
胞
移
植
を
受
け
た
患
者
の
移
植
後
の

健
康
状
況
等
を
把
握
し
、
そ
の
デ
ー
タ
の
分
析
を
行
う
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

骨
髄
、
末
梢
血
幹
細
胞
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
ド
ナ
ー
登
録
者
を
維
持
・
増
加
さ
せ
る
取
組
が
必
要
で
あ
る

。
ま
た
、
電
子
メ
ー
ル
等
を
活
用
し
た
ド
ナ
ー
登
録
者
へ
の
継
続
的
な
働
き
か
け
や
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
の
普
及
、

さ
ら
に
は
ド
ナ
ー
の
家
族
に
骨
髄
移
植
等
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
働
き
か
け
等
に
取
り
組
み
、
実
際

に
骨
髄
、
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
に
応
諾
す
る
ド
ナ
ー
登
録
者
を
増
加
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
ド
ナ
ー
登
録
が
可
能
な
年
齢
を
拡
大
し
な
が
ら
、
広
く
ド
ナ
ー
登
録
を
呼
び
か
け
る
中
で
ド
ナ
ー
登

録
に
対
す
る
理
解
が
進
み
、
多
く
の
患
者
へ
の
移
植
に
つ
な
が
っ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
登
録
可
能
年
齢

の
上
限
の
引
下
げ
は
行
わ
な
い
こ
と
が
適
当
で
あ
る
が
、
ド
ナ
ー
登
録
を
広
く
受
け
付
け
つ
つ
も
、
ド
ナ
ー
と
な

る
意
思
を
持
つ
者
に
で
き
る
だ
け
長
い
期
間
ド
ナ
ー
登
録
を
し
て
も
ら
う
と
い
う
観
点
か
ら
、
若
年
層
へ
の
重
点



的
・
積
極
的
な
ド
ナ
ー
リ
ク
ル
ー
ト
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

移
植
に
用
い
る
臍
帯
血
に
つ
い
て
は

、
現
状
、
需
要
を
上
回
る
数
量
を
確
保
で
き
て
い
る
が
、
今
後
、
造
血

幹
細
胞
移
植
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
中
で
、
細
胞
数
の
多
い
良
質
な
臍
帯
血
に
重
点

を
置
い
て
、
効
果
的
・
効
率
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
臍
帯
血
供
給
事
業
者
の
営
業
時

間
の
拡
充
に
よ
る
臍
帯
血
の
受
入
数
の
増
加
と
併
せ
、
臍
帯
血
を
安
定
的
・
定
期
的
に
採
取
し
て
も
ら
え
る
医
療

機
関
を
中
心
に
協
力
を
依
頼
し
つ
つ
、
臍
帯
血
の
採
取
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
細
胞
数
の
多
い
良
質

な
臍
帯
血
の
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

三

造
血
幹
細
胞
の
提
供
ま
で
の
期
間
の
短
縮
に
つ
い
て

骨
髄
移
植
に
つ
い
て
は
、
骨
髄
採
取
を
行
う
医
療
機
関
の
手
術
室
の
確
保
や
ド
ナ
ー
の
仕
事
の
都
合
の
調
整
等

に
時
間
を
要
し
、
骨
髄
の
採
取
行
程
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
期
間
の
相
当
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
短

縮
を
図
る
た
め
の
取
組
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
骨
髄
採
取
を
行
う
医
療
機
関
に
お
い
て
、
骨
髄
採
取
の
た

め
に
定
期
的
に
手
術
室
の
枠
を
確
保
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
早
期
に
骨
髄
移
植
を
行
う
こ
と
が
必
要
な
患
者
が
早

期
に
骨
髄
移
植
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
の

普
及
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
早
期
の
骨
髄
採
取
の
実
現
の
た
め
に
ド
ナ
ー
に
対
し
、
検
査
や
採
取
の
た
め
に
比

較
的
遠
方
の
病
院
ま
で
移
動
し
て
も
ら
う
等
一
層
の
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

末
梢
血
幹
細
胞
移
植
に
つ
い
て
は
、
末
梢
血
幹
細
胞
の
採
取
に
当
た
っ
て
、
全
身
麻
酔
の
実
施
や
手
術
室
の
確



保
が
不
要
で
あ
り
、
骨
髄
移
植
と
比
較
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
期
間
が
短
い
こ
と
か
ら
、
造
血
幹
細
胞
の
提
供
ま

で
の
期
間
の
短
縮
の
観
点
か
ら
も
更
な
る
普
及
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
非
血
縁
者
間
末
梢

血
幹
細
胞
採
取
認
定
施
設
及
び
非
血
縁
者
間
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
認
定
施
設
は
骨
髄
と
比
較
し
て
少
な
く
、
現
状

で
は
採
取
認
定
施
設
が
存
在
し
な
い
県
も
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
、
ド
ナ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
、
ド
ナ
ー
は
末
梢

血
幹
細
胞
採
取
認
定
施
設
に
短
時
間
に
通
え
る
場
所
に
居
住
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
制
限
が
あ
る
こ

と
等
に
よ
り
、
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
は
普
及
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
非
血
縁
者
間
末
梢
血
幹
細
胞
採
取
認
定

施
設
及
び
非
血
縁
者
間
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
認
定
施
設
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
に
当

た
っ
て
の
ド
ナ
ー
の
居
住
地
の
制
限
の
緩
和
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

臍
帯
血
に
つ
い
て
は
、
臍
帯
血
供
給
事
業
者
か
ら
即
日
出
庫
す
る
こ
と
に
よ
り
迅
速
な
対
応
が
可
能
な
場
合
も

あ
り
、
早
期
に
移
植
を
実
施
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
骨
髄
又
は
末
梢
血
幹
細
胞
の
移
植
が
急
遽
困
難
と
な
っ
た

緊
急
時
の
対
応
も
含
め
、
臍
帯
血
移
植
の
活
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

四

造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
係
る
医
療
提
供
体
制
の
整
備

造
血
幹
細
胞
移
植
の
基
盤
整
備
を
目
的
と
し
、
全
国
を
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
患
者
数
や
ド
ナ
ー
登
録
者
数
等
を

勘
案
し
つ
つ
、
造
血
幹
細
胞
移
植
の
推
進
の
た
め
の
拠
点
的
な
医
療
機
関
（
以
下
「
造
血
幹
細
胞
移
植
推
進
拠
点

病
院
」
と
い
う
。
）
の
整
備
を
段
階
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

造
血
幹
細
胞
移
植
推
進
拠
点
病
院
は
、
モ
デ
ル
的
に
次
の
事
項
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。



１

適
切
な
診
断
に
基
づ
き
、
患
者
の
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
移
植
細
胞
ソ
ー
ス
を
用
い
た
造
血
幹
細
胞
移
植
を

実
施
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
。

２

地
域
に
お
け
る
造
血
幹
細
胞
移
植
に
関
わ
る
医
療
従
事
者
の
研
修
・
育
成
や
地
域
の
他
の
医
療
機
関
へ
の
診

療
支
援
を
行
う
こ
と
。

３

早
期
の
骨
髄
移
植
を
必
要
と
す
る
患
者
が
早
期
に
骨
髄
移
植
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
骨
髄
の
早
期

採
取
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

特
に
、
早
期
の
骨
髄
採
取
の
実
現
に
向
け
て
、
造
血
幹
細
胞
移
植
推
進
拠
点
病
院
は
、
骨
髄
採
取
の
た
め
の
手

術
室
の
定
期
的
な
枠
を
確
保
す
る
ほ
か
、
日
本
造
血
細
胞
移
植
学
会
認
定
の
造
血
細
胞
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
早
期
の
骨
髄
採
取
及
び
移
植
の
実
現
に
向
け
た
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
骨
髄
採
取
の
早
期
化
を
目
指
す
に
当
た
っ
て
は
、
造
血
幹
細
胞
移
植
推
進
拠
点
病
院
の
み
が
積
極
的
に

骨
髄
採
取
を
行
う
の
で
は
な
く
、
現
状
で
は
骨
髄
の
採
取
件
数
が
少
な
い
医
療
機
関
で
の
採
取
数
を
増
や
す
こ
と

等
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
骨
髄
の
採
取
件
数
の
増
加
及
び
骨
髄
採
取
の
早
期
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
非
血
縁
者
間
末
梢
血
幹
細
胞
採
取
認
定
施
設
及
び
非
血
縁
者
間
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
認
定
施
設
に
つ
い

て
は
、
地
域
間
の
バ
ラ
ン
ス
等
を
見
な
が
ら
、
引
き
続
き
施
設
数
の
増
加
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

五

造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
関
す
る
情
報
の
一
体
的
な
提
供



骨
髄
、
末
梢
血
幹
細
胞
の
ド
ナ
ー
登
録
者
の
情
報
や
臍
帯
血
供
給
事
業
者
が
保
存
す
る
臍
帯
血
の
情
報
が
一
元

的
に
管
理
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
医
師
が
患
者
に
適
合
す
る
造
血
幹
細
胞
を
一
括
し
て
検
索
す
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
向
け
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
状
況
等
を
随
時
把
握
で
き
る
体
制
の
整

備
が
必
要
で
あ
る
。

患
者
や
ド
ナ
ー
、
国
民
が
知
り
た
い
情
報
を
手
軽
に
入
手
で
き
る
造
血
幹
細
胞
移
植
に
関
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
が
必
要
で
あ
り
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
提
供
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
患
者
相
談
の
取
組
に
お
け

る
相
談
内
容
を
踏
ま
え
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
併
せ
て
、
患
者
が
受
け
取
っ
た
情
報
を
整
理
・
理
解

し
た
上
で
、
主
体
的
に
治
療
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
、
患
者
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
る
団
体
等
の

支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

特
に
、
造
血
幹
細
胞
移
植
の
治
療
成
績
に
つ
い
て
は
、
患
者
や
国
民
向
け
の
基
本
的
な
情
報
に
加
え
、
医
療
機

関
、
研
究
機
関
、
患
者
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
る
団
体
等
に
詳
細
な
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
取
組
が
必

要
で
あ
る
。

第
三

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
事
項

造
血
幹
細
胞
が
人
体
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
当
た
っ

て
は
、
感
染
症
の
伝
播
等
に
対
す
る
安
全
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

移
植
に
用
い
る
骨
髄
及
び
末
梢
血
幹
細
胞
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま



え
て
策
定
す
る
骨
髄
採
取
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
末
梢
血
幹
細
胞
採
取
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
安

全
性
及
び
品
質
が
確
保
さ
れ
て
き
た
。
今
後
も
、
こ
れ
ら
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
準
拠
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
性
及
び

品
質
の
確
保
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
よ
り
多
く
の
造
血
幹
細
胞
の
患
者
へ
の
移
植
、
ド
ナ
ー
へ
の
倫
理

的
配
慮
や
骨
髄
、
末
梢
血
幹
細
胞
の
安
全
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
当
面
、
骨
髄
及
び
末
梢
血
幹
細
胞
は
原
則
凍
結

保
存
を
禁
止
し
、
緊
急
に
造
血
幹
細
胞
移
植
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
臍
帯
血
の
利
用
等
に
よ
り
対
応

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

移
植
に
用
い
る
臍
帯
血
に
つ
い
て
は
、
提
供
に
当
た
っ
て
調
製
、
保
存
等
の
過
程
を
伴
う
こ
と
も
踏
ま
え
、
安
全

性
及
び
品
質
の
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
今
般
、
法
に
基
づ
き
、
臍
帯
血
の
安
全
性
そ
の
他
の
品
質
の
確
保
の
た

め
の
基
準
を
策
定
し
て
お
り
、
臍
帯
血
供
給
事
業
者
は
当
該
基
準
を
遵
守
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
移
植
に
用
い
る
臍
帯
血
の
安
全
性
及
び
品
質
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
臍
帯
血
の
安
全
性
そ

の
他
の
品
質
の
確
保
の
た
め
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
血
液
事
業
等
関
連
す
る
他
の
制
度
の
基
準
と
の
整
合
性
や
品
質

基
準
に
関
す
る
国
際
的
な
動
向
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
安
全
性
と
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
の
た
め
の
情
報
管

理
等
に
配
慮
し
て
策
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
臍
帯
血
の
更
な
る
品
質
向
上
に
向
け
、
段
階
的
に
改
善
を
図
っ
て
い

く
。

第
四

そ
の
他
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推
進
に
関
し
必
要
な
事
項

一

関
係
者
の
連
携



国
、
地
方
公
共
団
体
、
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
、
臍
帯
血
供
給
事
業
者
、
造
血
幹
細
胞

提
供
支
援
機
関
及
び
医
療
関
係
者
は
、
場
合
に
応
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力
も
得
つ
つ
、
移
植
に
用
い
る
造

血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推
進
を
図
る
た
め
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
。

二

造
血
幹
細
胞
提
供
関
係
事
業
者
及
び
造
血
幹
細
胞
提
供
支
援
機
関
の
安
定
的
な
事
業
運
営
の
確
保

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
あ
っ
せ
ん
等
を
行
う
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
及
び
臍
帯

血
供
給
事
業
者
（
以
下
「
造
血
幹
細
胞
提
供
関
係
事
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
非
血
縁
者
間
で
の
造
血
幹
細
胞
移

植
を
実
施
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
造
血
幹
細
胞
提
供
支
援
機
関
は
、
次
の
業
務
を
担
い
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。

１

骨
髄
、
末
梢
血
幹
細
胞
の
ド
ナ
ー
登
録
の
ほ
か
、
造
血
幹
細
胞
提
供
関
係
事
業
者
に
必
要
な
協
力
を
行
う
こ

と
。

２

造
血
幹
細
胞
提
供
関
係
事
業
者
の
事
業
に
つ
い
て
必
要
な
連
絡
調
整
を
行
う
こ
と
。

３

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
に
関
す
る
情
報
を
一
元
的
に
管
理
し
、
造
血
幹
細
胞
移
植
を
行
お
う
と
す
る
医

師
等
に
提
供
す
る
こ
と
。

４

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
。

造
血
幹
細
胞
提
供
関
係
事
業
者
及
び
造
血
幹
細
胞
提
供
支
援
機
関
は
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に



お
い
て
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
造
血
幹
細
胞
移
植
を
必
要
と
す
る
者
が
造
血
幹
細
胞
移
植
を
受

け
る
機
会
を
十
分
に
確
保
す
る
た
め
に
は
、
造
血
幹
細
胞
提
供
関
係
事
業
者
及
び
造
血
幹
細
胞
提
供
支
援
機
関
の

安
定
的
な
事
業
運
営
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
は
法
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
ほ
か
、
必
要
な
助
言

、
指
導
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
。

三

造
血
幹
細
胞
の
ド
ナ
ー
の
保
護

移
植
に
用
い
る
骨
髄
及
び
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
の
採
取
に
当
た
っ
て
は
、
ド
ナ
ー
の
身
体
的
な
負
担

を
伴
う
こ
と
か
ら
、
ド
ナ
ー
の
健
康
の
保
護
の
た
め
の
措
置
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
骨

髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
は
、
骨
髄
、
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
は
任
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
や
骨
髄
、
末
梢
血
幹
細
胞
の
採
取
の
意
義
、
リ
ス
ク
に
つ
い
て
ド
ナ
ー
に
対
し
て
十
分
に
説
明
し
、
書
面
に
よ

り
最
終
的
な
同
意
を
得
る
。
ま
た
、
採
取
前
及
び
採
取
後
に
健
康
診
断
を
実
施
す
る
等
ド
ナ
ー
の
健
康
の
保
護
の

た
め
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
万
が
一
、
骨
髄
又
は
末
梢
血
幹
細
胞
の
採
取
に
伴
っ
て
健
康
被
害
が
生
じ
た

場
合
に
お
け
る
補
償
の
措
置
を
講
ず
る
。

ま
た
、
臍
帯
血
供
給
事
業
者
は
、
移
植
に
用
い
る
臍
帯
血
の
採
取
に
当
た
っ
て
、
提
供
す
る
母
体
や
新
生
児
に

影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

四

造
血
幹
細
胞
移
植
を
受
け
る
患
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

造
血
幹
細
胞
移
植
を
必
要
と
す
る
者
が
造
血
幹
細
胞
移
植
を
受
け
る
機
会
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
国
は



、
造
血
幹
細
胞
提
供
関
係
事
業
者
が
行
う
低
所
得
者
に
対
す
る
患
者
負
担
金
の
減
免
の
取
組
を
支
援
す
る
。

五

研
究
開
発
の
促
進

国
は
、
造
血
幹
細
胞
移
植
の
治
療
成
績
と
安
全
性
の
向
上
の
た
め
の
研
究
や
そ
の
た
め
の
基
盤
整
備
を
促
進
す

る
ほ
か
、
臨
床
応
用
を
念
頭
に
置
い
た
造
血
幹
細
胞
の
基
礎
研
究
や
造
血
幹
細
胞
移
植
の
適
応
疾
患
に
つ
い
て
移

植
以
外
の
治
療
の
選
択
肢
を
広
げ
る
た
め
の
研
究
開
発
を
促
進
す
る
。

臍
帯
血
供
給
事
業
者
は
、
臍
帯
血
供
給
業
務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
採
取
し
た
臍
帯
血
を

研
究
の
た
め
に
自
ら
利
用
し
、
又
は
提
供
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
通
じ
た
新
た
な
医
療
技
術
等
の

研
究
開
発
の
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

六

国
際
協
力
の
推
進

人
道
的
な
見
地
に
立
ち
、
国
外
で
造
血
幹
細
胞
移
植
を
必
要
と
す
る
患
者
に
対
し
て
造
血
幹
細
胞
を
提
供
で
き

る
体
制
及
び
国
外
か
ら
造
血
幹
細
胞
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

国
は
、
臍
帯
血
の
品
質
確
保
の
た
め
の
基
準
等
の
国
際
的
な
調
和
に
向
け
た
関
係
学
会
等
の
取
組
に
協
力
す
る
。

七

見
直
し

本
方
針
は
、
造
血
幹
細
胞
移
植
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
等
に
的
確
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
法

の
施
行
状
況
を
勘
案
し
、
再
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
す
る
。


